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中間濃度域の n-Geの不純物バンドに関する

遠赤外分光学的研究

境 田 優 二

低温に於て,中間濃度域の n-Geの遠赤外領域に於る透過スペクトルを測定し,その

濃度効果,-軸性応力効果及び温度効果を論ずる｡

中間濃度域に於ては,低濃度域に於て観測されなかった 0-3meVに鋭い立ちあがり

を持っ,吸収スペク トルが観測 されたが,濃度効果,-軸性応力効果,及び 62との比

較を通 じて,この吸収が 1∫からか~バンド-の遷移によるものである事が結論づけられ

た｡

-軸性応力効果は,1∫と伝導帯の間にあるmobilstateがが バ ンドである事を指示す

る事｡打 バンドの波動関数に関しては 1∫singlet状態が本質的な役割 りを果 してお り,

ls trichletstateは,何 ら本質的な役割 りを果 していない事が示 された｡試料の温度を

上げると攻収が飛躍的に増大するが,その事は,電子が熱的にD-バンド- populateさ
Eo

れた事に原因がある事が知れた.又,吸収係数の増加は ce-G7という実験式で記述され

周波数によらない事が発見されたが,その事はβ~バ ンド電子の緩和時間が小さいため

である事に寄因する事が,定性的に説明された｡

diluteLdMn系のN･R.R.

酒 本 章 人

pd中のFe,Co,Mnは giantmomentを持ち,diluteな濃度でも強磁性が出現する｡こ

のうち idCo 中の Coは軌道磁気モーメントが消失 していないことが指摘 されており,

LdMnはMn-Mn間のantiferro的な couplingが存在 し,Mn濃度の増加 と共に強磁性から

spinglass-移転することなど,多様な磁気的性質が現われ興味ある物質である｡

idMnに関しては,比熱帯磁率等の巨視的な量の測定は多 くなされているが,より微
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視的な情報を得るため, NMRを観測 したいと考えた｡ しかし,この様な dilutealloy

ではspin一格子緩和時間 Tlが短かいため,NMRを観測することは困難であるので 1K以

下に温度 を下げる必要がある｡そこでHe3-He4希釈冷凍機を作製 し～100mKまでの温

度で～400MHzまでの周波数可変 pulsedNMRを行える様改良 した｡

この装置を用いて, 100-500mKの温度で 型Mn2%(強磁性領域 )中の Mnのsig-

nalを観測することができた｡しかし,緩和時間が非常に短かく,広範囲のMn濃度で

NMRを行 うことが困葦であるので少量のCo添加 して,Tcを高め,Mnの濃度変化を追

うことにした｡

(Pd-Co0.470)卜xMnx系においてもspinglass-の転移が期待され,又,Coと比較す

ることもできる｡この系について 4.2K～100mKの温度範囲で,Mn及びCoの NMRを

観測 し,次の様な結果を得た｡

1)Pd中のMnは内部磁場～-400KOe,巾は 5KOeで比較的狭い｡

2) Mnの内部磁場は濃度 と共にわずかに shiftする｡

3)狭い巾の中で,spin-spin緩和時間 T2は大 きく変化 し,局所的な環境のゆらぎが存

在すると考えられる｡

4) T2は温度変化 し,その変化からT2はTlからの寄与 とT2'とに分離することができ

る｡このT2*は suhl･Nakamurainteractionによる緩和であると考えられる.

超伝導蒸着膜の S(〕UIDによる磁気測定

佐 々 木 茂 美

バルク状の超伝導体では,磁場中で温度 を下げてゆくと,超伝導転移温度で,マイス

ナー効果により磁束の排斥が起こる｡従って,そのまわ りの磁束の変化を追 うことによ

り,磁気的な面からその性質を知ることが出来る｡薄膜の場合,従来の磁化測定法では

試料の量が微少のため,弱磁場中での測定はほとんど不可能である｡しかし,SQUID磁

束計を用いれば,転移に伴 う微少な磁束変化は測定可能である｡

本研究では,鉛,錫及びビスマスの超伝導転移に伴 う磁気的挙動を,sqUID を用いて
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